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人口減少下における雇用ー労働政策の課題く概要I
-すべての人が自律的に働くことができ.安心して生活できる社会を目指して-

E亙コ

企業行動の変化

0短期的利益重視の経営姿勢の強まり
0外部人材の渚用の増加, r正社具J比率の低下
0戟育鮒練投賓め減少

労働者Iq,I意識d,変化

0働くことを希望する女性の増加
0依然としてr正社異Jを希畢する者が多い.多様な働き方-の希望
O仕事と生活の面重へ喝希望

企業行動lと労働者
の麿識の-変化に
お岬るJrずれJ

0今後四半世紀の展望
くこのまま続けば.. JJ

0経済社会を支える者の減少
0我が国の産業を支える人材の質の低下
C,--櫓差が 将乗.に希堂が簸電壕.い

不安定化の加速
O経済的理由あるいは子育てめ時間を
確保できないことによる少子化の進行

幽低玉 経落社義蒋停滞J

0今後10年間に取り組むべき対
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童団塊の世代がミ
章引退を迎える喜
三までa,今後10 ぎ

ミ年聞の対策がこ
喜鍵王 こ
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く経済社会の停滞を

適けるためには. t,

すべての人々が高い意欲と能力を持って様々な就業機
会へ挑戦できるための支援

l地域にかかわりなく就業しこ能力を発揮できるための雇用創出.人材育成

0景気の回復に伴う雇用情勢の改善
Q企業頃収益al.改蕃

労働者め意欲と能力が
十分に活か蕃れない現

Q萄者,衷性一.高齢者など助戟業機会戯面18t
の周題し

Or正社員J以外の働き方を選択した場合の
雇用の不安定化

0能力開-発機会の減少
Q鳴墓め砿湊.,三極偲
O仕事と生議砂両立が由知

く適切な措置を講ずれば. -I

すぺての人が.
0意欲と能力を発拝できる就弟機会
を持つ

0能力を高める機会を持つ
0安心.公正に働ける
0労働以外の生活も充実できる

+

人材の確保.育成の推進

1.-性.年齢などにかかわりなく.人々を意欲と能力に応じて処遇し.人材と

し七育成する取租の推進
.産薫の高付加価値化に貢献できる人材や.高齢化が-層進行する中で
必要なサービスを提嘩する人材の確保.育成に向けた取組-の支援
.希望すれば非正社員から正社員-の移行が可能となるための癌境撃備
.育児.介護や社会活動等に柔軟に対応することを可能とするための働き方
の見直し
ヰ小企業等における技能継承等への支痩,.

労働者が安心.公正に働くことができるル-ル,システムの整備

J多様な就業形態に対蒔した労働関係法制.社会保険制度の整備
E働書方にかかわらない.職務.能力と労働時間等に応じた処遇等のル-ルの確立
.-..労働力需給調整磯鹿の強化,亡仕事を探す者の属性に応じたきめ細かな対応,.... 蘇rてJ


